
息
い き

をするのが苦
く る

しくなった時
と き

などに 
どうすればよいか 
動画
ど う が

で見
み

ることができます。 

・反対
は ん た い

の手
て

の指
ゆ び

２本
ほ ん

で、胸
む ね

の骨
ほ ね

の下半分
し た は ん ぶ ん

 
を、強

つ よ

く押
お

してください。 
続
つ づ

けて何度
な ん ど

か押
お

して 
ください。押

お

す場所
ば し ょ

は、 
右
み ぎ

と左
ひだり

の胸
む ね

をつないだ 
線
せ ん

の少
す こ

し足
あ し

側
が わ

です。 
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小児
し ょ う に

救急
き ゅ う き ゅ う

対応
た い お う

ガイド 
子
こ
どもが急

きゅう
に病気

びょうき
になったり、けがをしたら… 

このページでは次
つぎ

の時
とき

にどうすればよいかが 

書
か

いてあります。 

子
こ

どもが息
いき

をするのが苦
くる

しくなった時
とき

、 

やけど（熱
あつ

いものをさわってけがをすること）をした時
とき

、 

血
ち

が出
で

た時
とき

 

たばこ、洗
せん

剤
ざい

、化
け

粧
しょう

品
ひん

などを間
ま

違
ちが

って 
飲
の

んだ時
とき

は、次
つ ぎ

のところに聞
き

いてください 
大阪
お お さ か

中毒
ち ゅ う どく

110番
ば ん

      
☎072-727-2499 

つくば中毒
ち ゅ う どく

110番
ば ん

 
☎029-852-9999 

公益
こうえき

財団
ざいだん

法人
ほうじん

日本
に ほ ん

中毒
ちゅうどく

情報
じょうほう

センター 

（24時間
じ か ん

、 
電話
で ん わ

できます） 

（9:00～21:00） 

※日本語
に ほ ん ご

だけ話
は な

せます 

※日本語
に ほ ん ご

だけです 

※日本語
に ほ ん ご

だけ話
は な

せます 

選
えら

んでください 家
いえ
で事故

じ こ
が起

お
こる危険

き け ん
があるか 

下
した
のページで確認

かくにん
できます 

こどもの 
事故
じ こ

予防
よ ぼ う

 
横浜市
よこ は ま し

ホームページ 

こども青少年局
せいしょうねんきょく

 

息
いき

をするのが苦
くる

しくなった時
とき

は… 
のどに物

も の

がつまった！唇
くちびる

が紫色
むらさきいろ

になった！息
い き

ができない！ 
息
い き

をしていない時
と き

や顔
か お

の色
い ろ

がおかしい場合
ば あ い

は救急車
きゅうきゅうしゃ

を呼
よ

んでください！ 

背部叩
は い ぶ こ う

打法
だ ほ う

 

・片方
か た ほ う

の腕
う で

に赤
あ か

ちゃんを乗
の

せます。 
赤
あ か

ちゃんの顔
か お

が 
下
し た

を向
む

くようにしてください。 
・手

て

で赤
あ か

ちゃんのあごをしっかり持
も

ちます。 
赤
あ か

ちゃんの頭
あたま

が低
ひ く

くなる 
ようにします。 

・反対
は ん た い

の手
て

の 
手
て

のひらの付
つ

け根
ね

で、 
赤
あ か

ちゃんの背中
せ な か

を 
強
つ よ

くたたいてください。 
続
つ づ

けて何
な ん

度
ど

かたたいてください。 

・片方
か た ほ う

の腕
う で

に赤
あ か

ちゃんの背中
せ な か

を乗
の

せ 
ます。手

て

のひら全
ぜ ん

体
た い

で赤
あ か

ちゃんの 
頭
あたま

の後
う し

ろを支
さ さ

えてください。 
・赤

あ か

ちゃんの顔
か お

を上
う え

に向
む

けて、頭
あたま

が 
低
ひ く

くなるようにしてください。 

胸部
きょうぶ

突
つ

き上
あ

げ法
ほう

 

腹部
ふ く ぶ

突
つ

き上
あ

げ法
ほう

 

息
いき

をするのが苦
くる

しくなった時
とき

は… 

・うしろから子
こ

どもの腰
こ し

に 
手
て

を回
ま わ

してください。 
・片方

か た ほ う

の手
て

をにぎって、 
その親指側

お や ゆ び が わ

を子
こ

どものへそより 
少
す こ

し上
う え

に当
あ

ててください。 
・その手

て

を反対
は ん た い

の手
て

で握
に ぎ

ってください。 
そのあと、すぐに 
自分
じ ぶ ん

の体
からだ

の方
か た

に、 
上
う え

に向
む

かって押
お

すように 
引
ひ

っぱってください。 

1さいより 

大
お お

きい 

子
こ

どもの 

場合
ば あ い

 

動画
ど う が

で見
み

ることができます 

見
み

る時
と き

はここから→ 

東京
とうきょう

消防庁
しょうぼうちょう

youtubeチャンネル 
横浜市
よ こ は ま し

のホームページではありません 

血
ち

が出
で

た時
とき

は… やけどをした時
とき

は… 

☆血
ち

がたくさん出
で

た時
と き

や 
血
ち

が止
と

まらない時
と き

は、 
救急車
きゅうきゅうしゃ

を呼
よ

んでください。 

・きれいなガーゼやハンカチ、 
タオルなどを重

か さ

ねて、 
けがをしたところに当

あ

ててください。 
その上

う え

から指先
ゆ び さ き

や手
て

のひらで 
血
ち

が出
で

ている部分
ぶ ぶ ん

を 
強
つ よ

く押
お

してください。 

・大
お お

きな血
け っ

管
か ん

から血
ち

が出
で

ていて、 
片手
か た て

で押
お

しても血
ち

が止
と

まらない時
と き

は、 
両手
り ょ う て

で強
つ よ

く押
お

してください。 

☆やけどをしたら、流
な が

れている水
み ず

で 
すぐに冷

ひ

やしてください。 
☆次

つ ぎ

の時
と き

はすぐに救急車
きゅうきゅうしゃ

を呼
よ

んでくだ
さい。 
・やけどをしたところが広

ひ ろ

い 
・顔

か お

や股
ま た

の部分
ぶ ぶ ん

をやけどした 
・皮膚

ひ ふ

がこげたり、皮膚
ひ ふ

が白
し ろ

くなって 
痛
い た

みを感
か ん

じない 
・氷

こおり

や冷却
れいきゃ く

パックで冷
ひ

やさなくても 
よいです。 

・やけどをしたところが広
ひ ろ

い場
ば

合
あ い

は、 
冷
ひ

やしすぎて、体
からだ

の体温
た い お ん

が 
下
さ

がらないように 
してください 

・水
み ず

ぶくれ（水泡
す い ほ う

）は 
やぶらないでください 

↓そのほかの役
や く

に立
た

つ情
じょう

報
ほ う

↓ 

今
い ま

すぐ行
い

ける 

病
びょう

院
い ん

を知
し

りたい時
と き

 

病院
びょういん

に今
い ま

すぐ行
い

くか、救急車
きゅうきゅうしゃ

を 

呼
よ

んだ方
ほ う

がよいのかわからない時
とき 

急
きゅう
な病

びょう
気
き
やけがで、困

こま
った時

とき
は、 

次
つぎ
のところに聞

き
いてください 

選
えら

んでください 

※日本語
に ほ ん ご

だけです 

2版
は ん

（2022年
ね ん

11月
が つ

改定
か い て い

） 

横浜市
よ こ は ま し

医療局
いり ょ う き ょ く

 

電話
で ん わ

から 
休
やす

みはありません。24時間
じ か ん

、電話
で ん わ

できます。 


息 (いき)をするのが苦 (くる)しくなった時 (とき)などに

どうすればよいか

動画 (どうが)で見 (み)ることができます。


・反対 (はんたい)の手 (て)の指 (ゆび)２本 (ほん)で、胸 (むね)の骨 (ほね)の下半分 (したはんぶん)

を、強 (つよ)く押 (お)してください。

続 (つづ)けて何度 (なんど)か押 (お)して

ください。押 (お)す場所 (ばしょ)は、

右 (みぎ)と左 (ひだり)の胸 (むね)をつないだ

線 (せん)の少 (すこ)し足 (あし)側 (がわ)です。


小児 (しょうに)救急 (きゅうきゅう)対応 (たいおう)ガイド


子 (こ)どもが急 (きゅう)に病気 (びょうき)になったり、けがをしたら…


このページでは次 (つぎ)の時 (とき)にどうすればよいかが

書 (か)いてあります。

子 (こ)どもが息 (いき)をするのが苦 (くる)しくなった時 (とき)、

やけど（熱 (あつ)いものをさわってけがをすること）をした時 (とき)、

血 (ち)が出 (で)た時 (とき)


たばこ、洗 (せん)剤 (ざい)、化 (け)粧 (しょう)品 (ひん)などを間 (ま)違 (ちが)って

飲 (の)んだ時 (とき)は、次 (つぎ)のところに聞 (き)いてください


大阪 (おおさか)中毒 (ちゅうどく)110番 (ばん)     

☎072-727-2499

つくば中毒 (ちゅうどく)110番 (ばん)

☎029-852-9999


公益 (こうえき)財団 (ざいだん)法人 (ほうじん)日本 (にほん)中毒 (ちゅうどく)情報 (じょうほう)センター


（24時間 (じかん)、

電話 (でんわ)できます）


（9:00～21:00）


※日本語 (にほんご)だけ話 (はな)せます


※日本語 (にほんご)だけです


※日本語 (にほんご)だけ話 (はな)せます


選 (えら)んでください


家 (いえ)で事故 (じこ)が起 (お)こる危険 (きけん)があるか

下 (した)のページで確認 (かくにん)できます


こどもの

事故 (じこ)予防 (よぼう)


横浜市 (よこはまし)ホームページ

こども青少年局 (せいしょうねんきょく)


息 (いき)をするのが苦 (くる)しくなった時 (とき)は…


のどに物 (もの)がつまった！唇 (くちびる)が紫色 (むらさきいろ)になった！息 (いき)ができない！

息 (いき)をしていない時 (とき)や顔 (かお)の色 (いろ)がおかしい場合 (ばあい)は救急車 (きゅうきゅうしゃ)を呼 (よ)んでください！


背部叩 (はいぶこう)打法 (だほう)


・片方 (かたほう)の腕 (うで)に赤 (あか)ちゃんを乗 (の)せます。

赤 (あか)ちゃんの顔 (かお)が

下 (した)を向 (む)くようにしてください。

・手 (て)で赤 (あか)ちゃんのあごをしっかり持 (も)ちます。

赤 (あか)ちゃんの頭 (あたま)が低 (ひく)くなる

ようにします。


・反対 (はんたい)の手 (て)の

手 (て)のひらの付 (つ)け根 (ね)で、

赤 (あか)ちゃんの背中 (せなか)を

強 (つよ)くたたいてください。

続 (つづ)けて何 (なん)度 (ど)かたたいてください。


・片方 (かたほう)の腕 (うで)に赤 (あか)ちゃんの背中 (せなか)を乗 (の)せ

ます。手 (て)のひら全 (ぜん)体 (たい)で赤 (あか)ちゃんの

頭 (あたま)の後 (うし)ろを支 (ささ)えてください。


・赤 (あか)ちゃんの顔 (かお)を上 (うえ)に向 (む)けて、頭 (あたま)が

低 (ひく)くなるようにしてください。


胸部 (きょうぶ)突 (つ)き上 (あ)げ法 (ほう)


腹部 (ふくぶ)突 (つ)き上 (あ)げ法 (ほう)


息 (いき)をするのが苦 (くる)しくなった時 (とき)は…


・うしろから子 (こ)どもの腰 (こし)に

手 (て)を回 (まわ)してください。

・片方 (かたほう)の手 (て)をにぎって、

その親指側 (おやゆびがわ)を子 (こ)どものへそより

少 (すこ)し上 (うえ)に当 (あ)ててください。


・その手 (て)を反対 (はんたい)の手 (て)で握 (にぎ)ってください。

そのあと、すぐに

自分 (じぶん)の体 (からだ)の方 (かた)に、

上 (うえ)に向 (む)かって押 (お)すように

引 (ひ)っぱってください。


1さいより

大 (おお)きい

子 (こ)どもの

場合 (ばあい)


動画 (どうが)で見 (み)ることができます


見 (み)る時 (とき)はここから→


東京 (とうきょう)消防庁 (しょうぼうちょう)youtubeチャンネル

横浜市 (よこはまし)のホームページではありません


血 (ち)が出 (で)た時 (とき)は…


やけどをした時 (とき)は…


☆血 (ち)がたくさん出 (で)た時 (とき)や

血 (ち)が止 (と)まらない時 (とき)は、

救急車 (きゅうきゅうしゃ)を呼 (よ)んでください。


・きれいなガーゼやハンカチ、

タオルなどを重 (かさ)ねて、

けがをしたところに当 (あ)ててください。

その上 (うえ)から指先 (ゆびさき)や手 (て)のひらで

血 (ち)が出 (で)ている部分 (ぶぶん)を

強 (つよ)く押 (お)してください。


・大 (おお)きな血 (けっ)管 (かん)から血 (ち)が出 (で)ていて、

片手 (かたて)で押 (お)しても血 (ち)が止 (と)まらない時 (とき)は、

両手 (りょうて)で強 (つよ)く押 (お)してください。


☆やけどをしたら、流 (なが)れている水 (みず)で

すぐに冷 (ひ)やしてください。

☆次 (つぎ)の時 (とき)はすぐに救急車 (きゅうきゅうしゃ)を呼 (よ)んでください。

・やけどをしたところが広 (ひろ)い

・顔 (かお)や股 (また)の部分 (ぶぶん)をやけどした

・皮膚 (ひふ)がこげたり、皮膚 (ひふ)が白 (しろ)くなって

痛 (いた)みを感 (かん)じない


・氷 (こおり)や冷却 (れいきゃく)パックで冷 (ひ)やさなくても

よいです。

・やけどをしたところが広 (ひろ)い場 (ば)合 (あい)は、

冷 (ひ)やしすぎて、体 (からだ)の体温 (たいおん)が

下 (さ)がらないように

してください

・水 (みず)ぶくれ（水泡 (すいほう)）は

やぶらないでください


↓そのほかの役 (やく)に立 (た)つ情 (じょう)報 (ほう)↓


今 (いま)すぐ行 (い)ける

病 (びょう)院 (いん)を知 (し)りたい時 (とき)


病院 (びょういん)に今 (いま)すぐ行 (い)くか、救急車 (きゅうきゅうしゃ)を

呼 (よ)んだ方 (ほう)がよいのかわからない時 (とき)


急 (きゅう)な病 (びょう)気 (き)やけがで、困 (こま)った時 (とき)は、

次 (つぎ)のところに聞 (き)いてください


選 (えら)んでください


※日本語 (にほんご)だけです


2版 (はん)（2022年 (ねん)11月 (がつ)改定 (かいてい)）


横浜市 (よこはまし)医療局 (いりょうきょく)


電話 (でんわ)から


休 (やす)みはありません。24時間 (じかん)、電話 (でんわ)できます。
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①

②

③

↓そのほかの役
や く

に立
た つ

つ情
じょう

報
ほ う

↓ 

このページでは次
つ ぎ

の時
と き

にどうすればよいかが書
か

いてあります。 
熱性
ね つ せ い

けいれん(熱
ね つ

が出て
で て

、けいれんをおこす)になった時
と き

、 
熱中症
ねっちゅうしょう

（あつい所にいる時
と き

になる病気
び ょ う き

）になった時
と き

 

急
きゅう
な病

びょう
気
き
やけがで、困

こま
った時

とき
は、 

次
つぎ
のところに聞

き
いてください 

土曜日
ど よ う び

・日曜日
にちようび

・祝日
しゅくじつ

などに 
病院
びょういん

に行
い
った方

ほう
がよいのかわからな

い時
とき
は、次

つぎ
を見

み
てください 

ONLINE QQ 

こどもの救急
きゅうきゅう

 
公益社団法人日本小児科学会
こ う え き し ゃ だ ん ほ う じ ん に ほ ん し ょ う に か が っ か い 

今
い ま

すぐ行
い

ける 

病
びょう

院
い ん

を知
し

りたい時
と き

 

病院
びょういん

に今
い ま

すぐ行
い

くか、救急車
きゅうきゅうしゃ

を 

呼
よ

んだ方
ほ う

がよいのかわからない時
とき 

選
えら

んでください 

※日本語
に ほ ん ご

だけ話
は な

せます 

休日
きゅうじつ

診療所
しんりょうじょ

・夜間
や か ん

急 病
きゅうびょう

センター 

横浜市
よこ は ま し

ホームページ 

医療局
いりょうきょく

 

夜
よる

や 
土曜日
ど よ う び

・日曜日
に ち よ う び

・祝日
しゅくじつ

に 
あいている病院

びょういん

が 
書
か

いてあります 

 

熱性
ねっせい

けいれんになった時
とき

は… 

熱性
ねっせい

けいれんとは？ 気
き

をつけること 

・熱
ね つ

が出
で

た時
と き

に起
お

きるけいれん 
（体

からだ

が急
きゅう

にふるえたり、細
こ ま

かく 
動
う ご

きます）のこと。 
１～４さいくらいの子

こ

どもが 
よくなります。 

・数分
す う ふ ん

でなおることが 
多
お お

いです。 
あわてないでください。 

☆大
お お

きな声
こ え

で名
な

前
ま え

を呼
よ

ばないで 
ください！ 

☆体
からだ

をゆすらないでください！ 
けいれんが長

な が

く続
つ づ

く場
ば

合
あ い

があります。 

☆口
く ち

の中
な か

に物
も の

を入
い

れないで 
ください！ 
熱性
ね つ せ い

けいれんで舌
し た

をかむことは 
ほとんどありません。 
かむ力

ちから

が強
つ よ

いので、物
も の

や指
ゆ び

を 
入
い

れないでください。 

熱性
ねっせい

けいれんになった時
とき

は… 

けいれんが長
な が

く続
つ づ

くときは、救急車
き ゅ う き ゅ う し ゃ

を呼
よ

んでください。 
顔
か お

を上
う え

に向
む

けて 
安
あ ん

全
ぜ ん

で平
た い

らな場
ば

所
し ょ

に 
寝
ね

かせてください。 

☆吐
は

きそうな場合
ば あ い

は、 
吐
は

いたものがのどに 
つまらないように 
顔
か お

と体
からだ

を横
よ こ

に向
む

かせてください。 

けいれんが始
は じ

まった時
じ

間
か ん

を 
確
か く

認
に ん

してください。 
着
き

ている服
ふ く

をゆるめて、 
熱
ね つ

をはかってください。 

けいれんの状態
じょうた い

を 
確認
か く に ん

してください。 

☆体
からだ

の動
う ご

きを見
み

てください！ 
・腕

う で

や足
あ し

がどのように 
動
う ご

いているか 
・体

からだ

に力
ちから

が入
は い

っているか 
など 

熱中症
ねっちゅうしょう

（あつい所
ところ
にいる時

とき
になる病気

びょうき
）になった時

とき

は… 

☆次
つ ぎ

の時
と き

は病院
び ょ う い ん

に行
い

ってください 
頭
あたま

が痛
い た

い・吐
は

きそうになる・吐
は

いた・ぼんやりしている（どこを見
み

ているかわか
らない） 

☆次
つ ぎ

の時
と き

はすぐに救急車
きゅうきゅうしゃ

を呼
よ

んでください。 
動
う ご

き方
か た

や言
い

っていることがおかしい・意識
い し き

があるのかないのかわからない・体温
た い お ん

がとても高
た か

い 
①すぐに涼

す ず

しいところに行
い

ってください。 
風
か ぜ

がくる日
ひ

かげ（日
ひ

のあたらないところ）や冷房
れ い ぼ う

がきいている部屋
へ や

の中
な か

に 
行
い

ってください。 
②服

ふ く

を脱
ぬ

がせて、体
からだ

を冷
ひ

やしてください。 
・服

ふ く

を脱
ぬ

がせてから、うちわなどで風
か ぜ

を当
あ

ててください。 
あまり汗

あ せ

をかいていない時
と き

は、皮膚
ひ ふ

に水
み ず

（冷
つ め

たい水
み ず

よりぬるい水
み ず

が良
よ

いです） 
をかけてから、風

か ぜ

を当
あ

ててください。 
氷
こおり

の入
は い

った袋
ふくろ

や冷却
れいきゃ く

パックで首
く び

、脇
わ き

の下
し た

、太
ふ と

ももの付
つ

け根
ね

などを冷
ひ

やしてくだ 
さい。ほほ、手

て

のひら、足
あ し

の裏
う ら

も冷
ひ

やしてください。 
☆水

み ず

を飲
の

んでください。塩
し お

と甘
あ ま

いものを取
と

ってください。とても大
た い

切
せ つ

です！ 選
えら

んでください 

電話
で ん わ

から 
休
やす

みはありません。24時間
じ か ん

、電話
で ん わ

できます。 


↓そのほかの役 (やく)に立 (たつ)つ情 (じょう)報 (ほう)↓


このページでは次 (つぎ)の時 (とき)にどうすればよいかが書 (か)いてあります。

熱性 (ねつせい)けいれん(熱 (ねつ)が出て (でて)、けいれんをおこす)になった時 (とき)、

熱中症 (ねっちゅうしょう)（あつい所にいる時 (とき)になる病気 (びょうき)）になった時 (とき)


急 (きゅう)な病 (びょう)気 (き)やけがで、困 (こま)った時 (とき)は、

次 (つぎ)のところに聞 (き)いてください


土曜日 (どようび)・日曜日 (にちようび)・祝日 (しゅくじつ)などに

病院 (びょういん)に行 (い)った方 (ほう)がよいのかわからない時 (とき)は、次 (つぎ)を見 (み)てください


ONLINE QQ

こどもの救急 (きゅうきゅう)


公益社団法人日本小児科学会 (こうえきしゃだんほうじんにほんしょうにかがっかい)


今 (いま)すぐ行 (い)ける

病 (びょう)院 (いん)を知 (し)りたい時 (とき)


病院 (びょういん)に今 (いま)すぐ行 (い)くか、救急車 (きゅうきゅうしゃ)を

呼 (よ)んだ方 (ほう)がよいのかわからない時 (とき)


選 (えら)んでください


※日本語 (にほんご)だけ話 (はな)せます


休日 (きゅうじつ)診療所 (しんりょうじょ)・夜間 (やかん)急病 (きゅうびょう)センター


横浜市 (よこはまし)ホームページ

医療局 (いりょうきょく)


夜 (よる)や

土曜日 (どようび)・日曜日 (にちようび)・祝日 (しゅくじつ)に

あいている病院 (びょういん)が

書 (か)いてあります




熱性 (ねっせい)けいれんになった時 (とき)は…


熱性 (ねっせい)けいれんとは？


気 (き)をつけること


・熱 (ねつ)が出 (で)た時 (とき)に起 (お)きるけいれん

（体 (からだ)が急 (きゅう)にふるえたり、細 (こま)かく

動 (うご)きます）のこと。

１～４さいくらいの子 (こ)どもが

よくなります。


・数分 (すうふん)でなおることが

多 (おお)いです。

あわてないでください。


☆大 (おお)きな声 (こえ)で名 (な)前 (まえ)を呼 (よ)ばないで

ください！

☆体 (からだ)をゆすらないでください！


けいれんが長 (なが)く続 (つづ)く場 (ば)合 (あい)があります。


☆口 (くち)の中 (なか)に物 (もの)を入 (い)れないで

ください！


熱性 (ねつせい)けいれんで舌 (した)をかむことは

ほとんどありません。

かむ力 (ちから)が強 (つよ)いので、物 (もの)や指 (ゆび)を

入 (い)れないでください。


熱性 (ねっせい)けいれんになった時 (とき)は…


けいれんが長 (なが)く続 (つづ)くときは、救急車 (きゅうきゅうしゃ)を呼 (よ)んでください。


顔 (かお)を上 (うえ)に向 (む)けて

安 (あん)全 (ぜん)で平 (たい)らな場 (ば)所 (しょ)に

寝 (ね)かせてください。


☆吐 (は)きそうな場合 (ばあい)は、

吐 (は)いたものがのどに

つまらないように

顔 (かお)と体 (からだ)を横 (よこ)に向 (む)かせてください。


けいれんが始 (はじ)まった時 (じ)間 (かん)を

確 (かく)認 (にん)してください。

着 (き)ている服 (ふく)をゆるめて、

熱 (ねつ)をはかってください。


けいれんの状態 (じょうたい)を

確認 (かくにん)してください。


☆体 (からだ)の動 (うご)きを見 (み)てください！

・腕 (うで)や足 (あし)がどのように

動 (うご)いているか

・体 (からだ)に力 (ちから)が入 (はい)っているか

など


熱中症 (ねっちゅうしょう)（あつい所 (ところ)にいる時 (とき)になる病気 (びょうき)）になった時 (とき)は…


☆次 (つぎ)の時 (とき)は病院 (びょういん)に行 (い)ってください

頭 (あたま)が痛 (いた)い・吐 (は)きそうになる・吐 (は)いた・ぼんやりしている（どこを見 (み)ているかわからない）

☆次 (つぎ)の時 (とき)はすぐに救急車 (きゅうきゅうしゃ)を呼 (よ)んでください。

動 (うご)き方 (かた)や言 (い)っていることがおかしい・意識 (いしき)があるのかないのかわからない・体温 (たいおん)がとても高 (たか)い


①すぐに涼 (すず)しいところに行 (い)ってください。

風 (かぜ)がくる日 (ひ)かげ（日 (ひ)のあたらないところ）や冷房 (れいぼう)がきいている部屋 (へや)の中 (なか)に

行 (い)ってください。

②服 (ふく)を脱 (ぬ)がせて、体 (からだ)を冷 (ひ)やしてください。

・服 (ふく)を脱 (ぬ)がせてから、うちわなどで風 (かぜ)を当 (あ)ててください。

あまり汗 (あせ)をかいていない時 (とき)は、皮膚 (ひふ)に水 (みず)（冷 (つめ)たい水 (みず)よりぬるい水 (みず)が良 (よ)いです）

をかけてから、風 (かぜ)を当 (あ)ててください。

氷 (こおり)の入 (はい)った袋 (ふくろ)や冷却 (れいきゃく)パックで首 (くび)、脇 (わき)の下 (した)、太 (ふと)ももの付 (つ)け根 (ね)などを冷 (ひ)やしてくだ

さい。ほほ、手 (て)のひら、足 (あし)の裏 (うら)も冷 (ひ)やしてください。


☆水 (みず)を飲 (の)んでください。塩 (しお)と甘 (あま)いものを取 (と)ってください。とても大 (たい)切 (せつ)です！


選 (えら)んでください


電話 (でんわ)から


休 (やす)みはありません。24時間 (じかん)、電話 (でんわ)できます。
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